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論 文 内 容 の 要 旨




集落という共同性を出発点にしたことで、「日本」だけでなく、「沖縄」 という共同性 も相対化す る
ことになる。そして、 この集落の人たちは、自分たちを、あるいは他者を分類するためにどのよう
なカテゴリーを用いてきたのか。 さらに、他者によってどのようなカテゴリーに封 じ込められて き
たのか。〈自己〉 とく他者〉 とのあいだに線が引かれるその瞬間を、あるいはく他者〉が創 り出さ






ル ドで観察 し、体験 し、思考する主体 としてのく私〉という存在を意識的にとらえ返す作業を意味
している。フィール ドでの認識はつねに相手と〈私〉との相互作用のなかから生 まれる。 したがっ
て、そうした相互作用のプロセスに目を向けずにその結果として得 られた知見のみを 「事実」 とし
て記述することはできない。また、 この論文は、引用と編集の作業をくり返すなかで生 まれたテク
ス トでもある。本文の中心 となるのは、語 り手と聞き手とのやりとりのなかで構成されたいくつか
のライフヒス トリーだが、 この他にも、フィール ド日記、フィール ドノー ト、フィール ド写真など
調査者 自身の手による記述や記録、そして手紙や記念写真、新聞や雑誌という歴史資料や文献資料




第1章 備瀬 とい う共 同性
1.集 落のなかへ
くにがみ もと ぶ ぴ せ
沖縄県国頭郡本部町字備瀬。沖縄県本島北部本部半島の北西部先端の海岸沿 いに位置す る250世
帯、679人 が住む集落である。沖縄社会は 「シマ」 と呼ばれる集落ごとにあるていど自己完結 しだ
世界を構成 している。 シマごとに言葉 も違 うといわれるほどにその独立性は高 く、シマ内の人間は





ヤ 　 ム ン チ ュ 　
集落内のそれぞれの家は、門中と呼ばれる、先祖を同じくするとされる父系の血縁集団に所属 し、
シ 　 ミ 　
清 明 祭 や 門 中 御 願 の と き に は この 門 中 が重 要 な結 合 単 位 とな'る。 ま た、 備 瀬 集 落 は、 かつ て は南 北
2っ の シマ に分 か れ て い た 時 期 が あ った。 そ の名 残 りか ら、 南 側 を メ ンバ ー リ、 北 側 を シ ンバ ー リ
と呼 ん で 区 別 して い る。 そ れ ぞ れ の 住人 た ち は 「メ ンバ ー リンチ ュ」、 「シ ンバ ー リ ンチ ュ」 と呼 ば
れ る。 さ らに、 こ う した シ ンバ ー リと メ ンバ ー リとい う区別 は、 シマ を離 れ た関 西 の 同郷 人 社 会 に
まで 持 ち込 まれ て い た。 い まで も 「メ ンバ ー リ」、 「シ ンバ ー リ」 と区別 す る意 識 は強 く、 日常 的 な
つ き あ い は同 じバ ー リの 人 ど う しが 中 心 とな る。 町議 会議 員 選 挙 の と きに は そ れ ぞ れ のバ ー リが独
自 の候 補 を たて 、 結 局 、 備 瀬 か ら2人 と も当 選 させ て い る。
2.集 落 の ぞ とへ
備 瀬 は、 行 政 的 に は国 頭 郡 本 部 町 の な か の1っ の 字 で あ る。 本部 町 は、 備 瀬 を含 め て27の シマ か
ら成 っ て お り、 シ マ ごと に言 葉 が ちが う と いわ れ る ほ ど にそ れ ぞ れ が独 立 して い る。 か っ て は通 婚
圏 もシ マ内 に限 定 さ れて お り、 集 落 内 総 親 族 と も いえ る よ うな 状 況 を つ くりだ して い た。 シマ か ら
一 歩 外 へ 出 る と備 瀬 の人 は他 シマ の人 た ちか ら 「ビシ ンチ ュ」 と呼 ば れ
、 自分 た ち もそ う称 す る。
同 じよ うに、 具 志 堅 集 落 の人 た ち は 「グ シ チ ンチ ュ」、 桃 原 の人 た ち は 「トーバ ル ンチ ュ」 と呼 ば
れ、 自称 す る。 かっ て、 そ れ ぞ れ の シ マ ンチ ュ は独 自の 社 会 的 性 格 を 備 え て い る と互 い に認 識 さ れ
て い て、 この イ メ ー ジは い ま も年 配 の人 た ち に根 強 く残 って い る。 例 え ば 、 「ビシ ン チ ュ」 は、 他
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れ らを指 して 「ム トゥブンチュ(本 部人)」 と呼んでいた。 このばあい、名護 にたいして本部 とい
う行政単位がかれらを示すカテゴリーとして利用されてきた。また、北部地域はヤンバル(山 原)
と呼ばれ、中南部の人たちは山原の人たちを指 して 「ヤンバ ラー」 と呼ぶ。山原 に住む人が自ら
「ヤンバラー」と称することはまずない。 このことばには"田 舎者"と いうよ うなニュァンスが こ
められているからである。
備瀬から本土への出稼ぎは、戦前は紡績、戦後はメッキ業に従事 した人たちが多か った。 「関西
地区備瀬同志会」 というふるさと会が戦前に大阪で組織され、いまも堺市北部を中心に関西地方に
は100人 ほどの備瀬出身者が住んでいる。沖縄から大阪を中心 とした本土都市社会への出稼 ぎが本
格化 したのは1920年 代(大 正末期)に 入 ってか らで、その後、本土に滞留する人が増えるにつれて
しだいに同郷人どうしが集まるようになった。あらたに本土に出て くる人たちは職や住居を獲得す
るため、すでに本土にいる地縁 ・血縁者たちを頼 ったか ら、同郷人が集まるようになるのは当然の
なりゆきだった。関西地区備瀬同志会の原型 も1930年代に、多 くの備瀬出身者が働いていた紡績工
場やメッキ工場のあった大阪の西成地区でっ くられている。当時、西成では備瀬同志会のほかに、
同 じ本部村(当 時)の 集落である具志堅、新里、桃原などの郷友会が結成されている。
3.状 況に規定される共同性
ここでは、一入の備瀬出身者が語るライフヒス トリーをさまざまなレベルの共同性に焦点をあて
ながら検討 した。 ここでいう共同性 とは、〈他者〉との相互作用をとお して意識されるようになっ
た、出自の共有を想定 している人びとのまとまり、およびかれ らが共有 しているとされ る諸特性





り替えていたことがうかがえる。例えば、久 しぶ りにシマに帰郷 し際には 「高良門中」 ではな く
ナ カ ソ ネ
「仲宗根門中」の本家にお参りに行き、出稼ぎ先の大阪では 「備瀬人」 として同郷人への協力を惜
しまなかった。本土人たちからの不当な差別に対 しては 「沖縄人」としての誇 りをもち、米軍によ
る土地買収行為に対 しては天皇につながる 「日本人」 として反対運動に積極的に加わった。そして、





目の前の他者を 「本土人」 としてみることは、同時に自分は 「沖縄人」であるという暗黙の自己類
型化を前提にしている。類型化の瞬間、両者のあいだに境界ができあが り、"う ち"と"そ と"が 、
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"内集団(身 内)"と"外 集団(他 人)"が はっきりと区別される。このとき、それ以外の共同性は








宗根門中か」などは、とりあえず不問に付される。ただ、ステージの"選 択"は 、意識的 ・自覚的
になされるというよりも、本人が置かれた状況下で無自覚のままにおこなわれていることが多い。
特定のステージが、他者によって強引に設定 されて しまうこともある。いずれにせよ、いったん共
同性の レベルが設定されるやいなや、そのまとまりで くくることのできる人たちのあいだに"わ れ
われ感情"が めばえる。
個々のステージの多 くはこれまでの歴史的経緯のなかで形づ くられ、すでに用意されていたもの






社会的カテゴリーのなかに押 し込められた。 そうした体験をもっ人びと、そ してその子どもがいま、
ウ チ ナ 　 グ チ
自分 た ち は 「沖 縄 人 」 で あ る と主 張 す る。 この ば あ い 「沖 縄 人 」 は、 沖 縄 言 葉 と して の 「ウチ ナー
ンチ ュ」 と読 ま ね ば な らな い。20年 前 あ れ ほ ど望 ん で いた 日本 復 帰 を果 た し 「日本人 」 に な った か
れ らが、 こん ど は 「沖 縄 人 」 と して の ア イデ ンテ ィ テ ィを と り も どそ う とす る。 「日本 」 を獲 得 し
よ う と した と きに は足 か せ に な っ た 「沖 縄 」 と い う カ テ ゴ リーが 、 「日本 人 」 に な った い ま、 「ウチ
ナ ー」 と読 み 方 を か え、 自分 を規 定 す る ア イ デ ンテ ィ テ ィ と して 切 実 な 意 味 を も ち は じめ て い る。
「ウ チ ナ ー ンチ ュ」 とい うカ テ ゴ リー は、 他 者 に よ って強 い られ た ス テ ィ グマ を 帯 び た 差 別 的 な カ
テ ゴ リー で はな く、 積 極 的 に 自分 た ちの 独 自性 を 主 張 す るた め の 自前 の カ テ ゴ リーに な った とい え
よ う。
第II章 日本 本土へ の移動 と備瀬同志会
1.沖 縄人と日本人
沖縄か ら日本本土への出稼ぎが急増するのは1920年 代以降のことである。その出稼 ぎ先は大阪が
もっとも多 く、女子の場合は紡績の盛んな地域に集中 した。 しかし、沖縄か らの出稼ぎ者たちをむ
かえた本土側も不況のまっただ中にあったのは変わらない。では、かれ らは職にありっけずにやむ
な く故郷に帰ったのかというと、そ うではなく、むしろ不況だったか らこそ、沖縄の出稼ぎ者 は必
要とされたのである。 この一見矛盾 した動向に対する答えを、「特定工場による差別化を ともなっ
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た積極的導入」という分析に求めることができる。
近代日本における資本主義の展開は 「労働する身体」 としての 「日本人」概念がっくりだされ、
浸透 していく流れと重なっていた。だか ら、沖縄出身者にとって本土での定着過程は、身体化され
た言葉や生活習慣を否定 し 「日本人」 になろうとする過程でもあった。 こうしたなか、目指すべき
「勤勉な日本人」 という像に対 して否定すべ き 「遊惰な沖縄人」というイメージがっ くりだされて
いった。
2.復 帰後の備瀬出身者たち
大阪に移動 した備瀬出身者たちのこれまでの経緯を振 り返 ることで、同志会 という場のはたす機
能について考察 しておきたい。戦前戦後の限定 された職業的社会化から復帰以降にみられるその多






許す本土と沖縄 との関係がある。かって 「沖縄」 というカテゴリーに付与 された差別的意味あいが
薄れたために、「同郷人」のもとを離れていくことが以前ほどの困難を伴わなくなった。
移動先での生活世界が広がってい くにっれ、同志会を象徴 とする備瀬出身者のっながりのもっ機
能も変化することになる。かつて本土に渡 った人たちは、 シマや親類 という共同性を頼 りに職や住
居を獲得 していったから、メッキ工場に典型的にみられるような、それらの共同性に支えられた閉
鎖的な生活環境が構成 されることになった。そこではシマの生活で身につけた言葉や習慣などがあ





















第 皿章 フィ リピン移民 と那覇 への移動
1.ダ バオの日本人移民





大 きく分けて3つ の文化集団が存在 していた。すなわち、バゴボ族など精霊崇拝の少数種族、モロ
族などのイスラム教徒、そ して北方の島々から移民 してきたクリスチャン・フィリピノである。 こ
のように、モザイク状の社会を構成する ミンダナオに住む人びとを 「フィリピン人」という一様の
イメージを括 って しまうわけにはいかない。.日本人社会の急速な勢力拡大はフィリピン政府を不安
にさせ、1919(大 正8)年 には公有地法を改正させるに至 る。それによって、母系社会を形成する
バコボ族 との婚姻 は土地の確保 という手段的意味も帯びるようになった。後続の移民たちが参入 し
ていったダバオという土地には、 このように幾重にも入 り組んだ関係がつ くられていた。
ダバオに住む 「フィリピン人」の中身がけっして一様でないのと同様に、そこに流入 していった
日本人の側 もまた一枚岩ではなかった。 日本国内における本土 と沖縄 との差別関係が移民社会にま
で持ち込まれていた。 しかもこの差別関係はフィリピン人のあいだにも知れわたっていた。
2.フ ィリピンから那覇へ一 具志堅実の生活史
彼は、 シマ、沖縄、 日本など、さまざまな境界を飛び越えて移動をくり返 した。 しか し、移動が
促す相対化はあらたな境界線 もっくり出す。彼の語 りには〈野蛮人〉 という言葉がくり返 し出て く
る。 シマを離れたことのない無学の両親を 「野蛮人」 とみなさなければなかった彼は、移動の先々
でく野蛮〉 とく文明〉を分ける線引きに巻き込まれつづけた。 フィリピンの人たちを 「野蛮人」と
言い放っ一方で、かれらから 「内地人とはちがうオキナワの野蛮入」とみなされ、那覇では地主か
ら 「ヤンバラー」 として扱われ、戦勝国の軍人 として立ち現れた 「アメ リカー」には 「何 もわか ら




戦後、備瀬から那覇への移動が始まってまもない1954(昭 和29)年 には早 くも、那覇在住備瀬郷
友会が結成 されている。その4年 後には、村単位の郷友会 として上本部村郷友会 もできている。
1940年 代から1960年 代前半にかけては本島北部から中南部に移動 した人たちがシマや村の紐帯をっ
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ぎっぎと再編 していった。そして、北部か ら那覇への移動が一段落すると、今度は島周辺の離島お














第IV章 ペルー移民 と70年 後のデ カセ ギ
1.リ マの備瀬人'
農業移民として渡航 した日本人移民はやがて、そのほとんどが リマで商業活動に従事 しはじめる。




と対照をなす 「勤勉」、「正直 ・誠実」、「和(相 互扶助)の 精神」などの価値こそ日本文化であり、
それ らを担うのが 「われわれ日本人」だというある種の神話をかれ らが共有 していたか らである。
しか し、この 「善良なる勤勉さ」が、「土人」たちの職を奪い、商売競争を激化 させ、排 日感情 を
生む素地を用意することになったのは皮肉だった。ただ、日本人が現地の人たちを 「土人」と見下
す一方で、「ペルー人」側もまた日本人たちを軽悔 していた様子もうかがえる。 沖縄移民 とその他
の日本移民との関係 も、ダバオやブラジルの場合 と変わらなかった。
本部村か らのペルー移民は1906(明 治41)年 にはじまっていたが、備瀬からペルーに向かったの
はその12年後の1918(大 正7)年 だった。当時の リマは、雑貨商、喫茶店、理髪業などの職業を媒
介として急速に日本人社会が形成されっっあった。1918(大 正7)年 に始まった備瀬か らのペルー
移民は、1936(昭 和11)年 までに18名 を数え、そのうちの5名 は夫(あ るいは夫になる人)に 呼び










からの出稼 ぎは1980年 代後半から目立ちはじめていたが、その動きを決定づけたのは1991年6月 に
実施された入国管理法の改正だった。この改正によって日本国籍をもたない日系二世、三世および
その配偶者が日本で就労することが合法化され、日本に流入するブラジルやペルーの日系人が急増
することになる。ペルーの場合は、さらに1990年 のフジモリ大統領誕生後に激 しさを増 した反政府
ゲ リラのテロによって生活環境が悪化 したことも、日系人の移動を加速 させる要因となった。
好況期には 「引き抜かれる」ほどに請われた日系人も、不況 になると真 っ先に解雇の対象となり、
結局、雇用の調節弁 という役を担わされたことがあらわになっている。そして、 日系人 と日本企業






える。別々のルー トで渡航 した家族が、その後 しだいにあつまり、同じ職場で働 くようになるとい
う例 もある。移動単位としての 「家族」 は、ペルーで構成 されていたものをそのまま日本に持ち込
んだというよりは、出稼ぎという状況に柔軟に対応 しながらあらたに再編されたものだろう。なぜ
なら、 この家族は 「日系」という系譜をたどるという条件を満たされなければならないからである。
だか ら、この 「家族」はそれぞれの一世夫婦を起源とする三、四世代にわたる拡大家族(親 族)の
範囲内にとどまり、それを越えるものではない。
1990年6月 の入管法改正後、ペルーの日系新聞に出稼 ぎ者を募集する広告が連 日のように掲載さ
















て 「日系」という系譜はいくっかの流れのひとつにすぎないはずだが、出稼 ぎ現象以降、 この系譜
はそれ以外のものを抑圧する力となっていった。 この傾向は 「ニセ日系人」問題がとりあげられる















態度である。 しか し、っきっめていくと 「沖縄とは、そ して日本とは何か」 という、確実な答えの
ない問いにぶっかることになる。こうしたカテゴリーを固定 した揺るぎのない実体とみなすよりも、
それぞれの歴史状況によって意味を変え、 しかも目の前の相手に応 じて選択されるものとみなすほ


















「備瀬」について、共同体 「シマ」の地縁 ・血縁による高度の独立性 ・凝集性が記述され る。つい
で、日本本土への出稼ぎが本格化する大正期から昭和前期 までの動向が紡績 とメッキ業にっいて述
べ られ、関西で結成された備瀬同志会の成立の経緯と活動をもとにして出郷者の故郷への帰属意識
の強さが指摘される。それをふまえて、 メッキ業で自立 した一人の人物のライフヒス トリーをとお
して、自己を帰属させる共同性を状況に応 じて柔軟に切り替えていく様態にっいて綿密に分析する。
複数の共同性のどれに焦点があて られるかは、他者をどう類型化するかによっており、その他者の

















第4章 「ペルー移民と70年後のデカセギ」では、1899年 に始まる日本か らのペルー移民の社会的
上昇と 「排日」運動という激動のなかで、備瀬集落か ら移住 した家族がどのように生活を展開させ
たかが現地調査で明らかにされる。ある家族の三世代にわたる展開が事例研究され、1980年 代から
の日本への出稼ぎブームにのって来日を契機に一族が日本で再編されていく様態が面接調査をとお
して跡づけられる。1991年 の入国管理法の改正による日系人の就労の合法化、それにともなう二世、
三世の間での系譜の意識化が指摘され、外国人労働者の流入を阻止 した入管法の改正が結果的に
「日系」系譜を意識化させ特権化 させている現状を明らかに している。
以上の調査研究をとおして、提出者は、自他を位置づけるカテゴリーが固定 した揺るぎない実体
ではなく、歴史的、社会的、対人的コンテクス トによって意味を変えていき、さらに他の集団から
付与されたカテゴリーに対 して新たな対抗的カテゴリーとアイデンティティを人々は創 りあげてさ
えいくことを明らかにし、そうした関係的性格をもっ現象として共同性をとらえていかなければな
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らないとする。
論の集成と用語法に甘さは残るものの、対象者に密着 してその生活世界を執拗なまでに深 く再構
成 しようとした試みは、斯学の方法論の発展に新たな足場を構築する可能性を秘めており、今後の
展開が期待される。
よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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